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文化祭を終えて 

 
                                                校長 井 澤   恒  

 

 先日の文化祭・合唱コンクールでは、温かい拍手とたくさんのご協力をいただき、誠にあり

がとうございました。今年度のスローガンは「楽しめ、この一瞬！」。この言葉通り、生徒た

ちは一人ひとりが自分の役割に向き合い、今この瞬間にしか生み出せない、最高の輝きを見せ

てくれました。 

 

■ 一人ひとりが主役となった表現の場 

・１年生（展示発表） 

  中学校に入って深めた学びや探究の成果を、工夫を凝らした構成で形にしました。丁

寧なまとめの中に、探究心の芽生えを感じさせる発表でした。 

・２年生（学習発表） 

  自分たちの考えや調査した内容を、相手に「伝える」工夫を重ねた発表でした。最高

学年への一歩を感じさせる頼もしさがありました。 

・３年生（ステージ発表） 

  さすが最高学年と思わせる表現力とチームワークで観客を一気に引き込み、会場全体

を感動と笑顔で包み込みました。 

  

 吹奏楽部・美術部・パソコン部は日頃の成果で会場を彩り、文化祭の質をぐっと高めて

くれました。９・１０組の販売実習では丁寧な接客で地域や保護者の皆様と温かくつなが

りました。また、企画・運営に多くの時間を注ぎ、聾学校との交流や行事を大成功に導い

た生徒会役員（実行委員）の姿には大きな成長を感じました。 

 

■ 心に響いた合唱コンクール 

 体育館いっぱいに響き渡ったハーモニーは、今も私たちの心に残っています。コンクー

ルである以上結果はつきますが、合唱の本当の価値は賞ではありません。 

 気持ちを一つにするために意見を出し合い、励まし合いながら練習を重ねてきた「過

程」そのものに価値があります。仲間と試行錯誤しながら乗り越えた経験は、これからの

人生における大きな強さとなり、人に寄り添う優しさへと変わっていきます。学校行事の

意義は、まさにここにあります。 

 

 子どもたち一人ひとりが自分らしく輝き、周囲と響き合いながら成長できるよう、これから

も教職員一同、温かく見守り支えてまいります。引き続き、地域・保護者の皆様のご支援とご

協力をよろしくお願いいたします。 
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１日（木） 常任委員会 

２日（金） 月例集会（認証式） 第２回英語検定 

５日（月） 小中音楽発表会 

６日（火） 臨時休業（旭川市教育研究大会のため） 

７日（水） 体力運動能力優良生徒審査会 ３年学力テスト（総合Ｂ） 

１３日（火） 教育相談（～１９日） 中連作品展示会（～３０日） 

１５日（木） 学校徴収金引落日 

２０日（火） 臨時休業及び３時間授業（中連音楽発表会当番校業務のため） 

２１日（水） 常任委員会 中連英語発表会 

２３日（金） 中連意見発表会 

２６日（月） 生徒総会 

２８日（水） ３年２学期期末テスト 

夏休み中の工事で、各普通教室に念願のエアコンがつきました。今

年は、ここ数年続いた猛暑ではなく過ごしやすい夏でしたが、２学期

開始以降各教室では、快適な環境で学習を行うことができています。

また、体育館の屋根の張り替え工事も終了し、体育館も綺麗になって

います。工事関係者の皆様、ありがとうございました。 

9月 17日（木）に文化祭を開催しました。生徒会役員によるオープニング、聾学校との手話歌、吹奏楽部の

発表で幕を開け、合唱コンクールや生徒会イベントで大いに盛り上がりました。合唱では全クラスが、毎日熱

心に練習に取り組んだ成果を存分に発揮していました。午後には 1年生は展示、2年生はプレゼンテーション

を行い、販売実習や作品展示、PTA喫茶も好評でした。3年生のステージ発表では、多彩な演出で会場を魅

了しました。今回の文化祭で生徒たちは一段と成長することができました。ご参観、ご協力ありがとうござい

ました。 

合唱コンクール結果 
１年生：最優秀賞２組 優秀賞１組 
２年生：最優秀賞２組 優秀賞１組 
３年生：最優秀賞１組 優秀賞２組 
指揮者賞：小池 奏太（2-2） 
伴奏者賞：篠嶋 陽菜（3-2） 


